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　私が8歳の時、堺大空襲を経験しました。
7月10日、上空に約100機のB29（爆撃機）
が現れ、花火のようにキラキラと光る焼夷
弾（しょういだん）が降り注ぎました。母
親に手を引かれ、自宅から西の浜（現在の
府道34号線）辺りまで必死に逃げました。
御陵前の駅辺り、紀州街道を出たところで
振り返ると、市役所の方まで一面焼け野原
となり、残るのは蔵だけという光景を目に

して、頭が真っ白になりました。
　戦前から戦後まで続いた食糧不足は深刻
でした。私は親に守られながら生きてきま
したが、誰からの支えもなかった戦争孤児
のことを思うと胸が痛みます。今だからこ
うして話せますが、当時の体験は思い出
すのも辛いほど過酷なものでした。
　次の世代には、戦争はどのような理由
があっても決して起こしてはならず、平
和を守るために皆で力を合わせる必要が
あると伝えたいです。

久保　照男さん

現在 88 歳。前堺市自治連合協議会副会長兼議長。
堺大空襲当時は西湊町に住んでおり、自宅で空襲
の被害に遭う。「堺のことが好き。このまちに住
んでよかったと思ってもらえるまちづくりをした
い」と地域のために幅広く活躍されている。

戦争の記憶を風化させることなく平和への願いを次世代へとつなぐため、戦
争を体験された方の体験談を連載します。

ともしび

第 2回

8月31日まで、YouTube
（QRコード）でも体験談を
視聴できます→

医療機関への適正な受診を

堺市地域医療情報ネットワークシステムをご存じですか

医療機関に行くべきか迷った時や、かかりつけ医に受診でき
ない休日・夜間の急病診療は、14ページを確認してください。
なお、緊急時は迷わず119番へ連絡してください。

必要な時に安心して医療が受けられる体制を維持するために、
状況に応じた医療機関の受診に協力をお願いします。
　 健康医療政策課（☎248-6004　℻228-7943）

症状に応じた専門医
への紹介がスムーズ

病院で受けた検査の結果や入院時の情報などをかかり
つけ医と共有する仕組みです。ネットワークに参加し
ている医療機関に通院する方が利用できます。
　 健康医療政策課（☎248-6004　℻228-7943）

病院
（情報公開施設）

利用のメリット

よくある質問

ネットワークに参加しているかかりつけ医
でシステムの説明を受け、口頭で同意する
だけで利用できます。

診療情報を公開する情報公開施設7カ所と、診療情報を参照す
る参照施設143カ所があります（7月1日現在）。情報公開施設
で治療した情報を、参照施設と共有することで通院や入院をス
ムーズに行うことができます。
また、参照施設からも治療に必要な情報を共有する場合があり
ます。

退院や転院後の
診療がスムーズ
になる

堺市地域医療情報ネットワークシステムとは？

かかりつけ医
（参照施設）

薬や検査の重複
を避け、身体的・
経済的負担の軽
減につながる

かかりつけ医で
検査結果を確認
できる

情報共有
・病名、処方歴など
・レントゲン画像などの検査結果

患者

受診受診

利用に必要な手続きはありますか。

通院（入院）するかその予定がある施設で共有します。
ただし、緊急時には、治療に必要な情報を情報公開施

ネットワークに参加している全ての施設で情報が共有
されますか。

設と救急搬送する消防で共有することが
あります。また、希望によりネットワー
ク全体や一部施設との共有を停止するこ
とができます。

病気の予防や早期発
見・治療につながる

日ごろの健康状態を
知ってもらえる

詳しくは
こちら↓

まずはかかりつけ医に相談

休日・夜間の急病に備え、相談先を確認

かかりつけ医は、日常的に健康管理や相談ができる身近な
医師のことです。事前に急病時の対応などを相談しておく
と、いざという時に慌てず適切な対応ができます。

問

問

https://youtu.be/_M1Xa1T8rFY
https://www.sakai-hospital.jp/ict/

